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　　　B-6　羊毛織物のセヽｙﾄ性について（剪断変形の場合2 ）
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　目的被服・癩乍, 着用に当って、織物の哨断変形は金要な袴能である.今回は羊

毛織物を-^断菱形さtて熱セットを行rjヽい. その時のt ヽyト性も調べた。ヒくに明断

変形を織物の左友i対称性の観点ヵ＼ i,検討した。

　方法　ノマンピースおよびジョーゼットを試科とし、つ*八み悶隔を一定にして、左お

よび舶こ平面的な剪断変形竃行ない、一定のT ^ロン脊け条肺で熱七ヽｙトする。一週

間後の塑性変形をtヽ、ト角で示した。賊料のis断あよぴ引張り<n 郎隻曲線を拓

断変形の七ヽ/ト性ヒの闇係包検討した。

　鐙果　ト/＼*ンピヽスi言平織でも各種の罵断性能が左右不対称である。2 . ジョー

ゼヽy卜のようにz撚りとS撚りの糸が交互･こ織られ化一平織は、各種の嘲断性能につい

て、左右の蔑がなく、対称性がある。3 、織物は剪断変形のセヽﾂﾄ性が大きい方向の

哨断力、剪断仕事量、剪断J。、j。Mj何の方が、七ット>|4≫＼'小さい方向のこれらよ‘)

大きい。


